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第
七
四
号　

一
四
五
―
一
五
四　

二
〇
二
四
年

は
じ
め
に
―
―
坂
上
郎
女
の
長
歌
概
観

大
伴
坂
上
郎
女
は
、『
万
葉
集
』
に
八
十
四
首
を
残
す
歌
人
で
あ
り
、
歌
の
総
数
に

お
い
て
大
伴
家
持
や
柿
本
人
麻
呂
に
次
ぐ
。
そ
の
大
部
分
は
短
歌
で
あ
る
が
、
旋
頭

歌
一
首
（
4
・
五
二
九
）
の
ほ
か
六
首
の
長
歌
を
作
っ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
複
数

の
ジ
ャ
ン
ル
に
及
ぶ
。
坂
上
郎
女
と
時
代
を
同
じ
く
す
る
女
性
た
ち
が
相
聞
の
情
を

詠
う
短
歌
に
優
れ
た
作
を
多
く
残
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
雑
歌
や
挽
歌
に
分
類
さ

れ
る
長
歌
を
制
作
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

『
万
葉
集
』
に
収
録
さ
れ
る
長
歌
は
二
六
〇
余
首
を
数
え
る
が
（
注
１
）、
女
性
作
者

に
よ
る
も
の
は
少
な
い
。作
者
未
詳
歌
や
作
者
に
疑
義
が
あ
る
も
の
な
ど
を
除
く
と
、

女
性
が
作
っ
た
長
歌
は
、
以
下
に
掲
げ
る
十
四
首
に
留
ま
る
（
注
２
）。

　

・
額
田
王
（
1
・
一
六
、
一
七
、
2
・
一
五
五
）、

　

・
婦
人
（
2
・
一
五
〇
）

　

・
倭
大
后
（
2
・
一
五
三
）、

　

・
持
統
天
皇
（
大
后
）（
2
・
一
五
九
、
一
六
二
）、

　

・
大
伴
坂
上
郎
女

　
　
　

 （
3
・
三
七
九
、
四
六
〇
、
4
・
六
一
九
、
七
二
三
、
6
・
九
六
三
、
19
・

大
伴
坂
上
郎
女
の
長
歌
に
関
す
る
考
察

井
ノ
口　
　
　

史
＊
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キ
ー
ワ
ー
ド
：
長
歌
、
万
葉
集
、
大
伴
坂
上
郎
女

四
二
二
〇
）

　

・
遣
唐
使
の
母
（
9
・
一
七
九
〇
）。

傍
線
を
付
し
た
も
の
は
天
皇
の
崩
御
に
関
わ
る
挽
歌
群
に
含
ま
れ
る
歌
で
、
女
性

が
作
る
長
歌
の
お
よ
そ
三
分
の
一
を
占
め
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
は
遣
唐
使
と
し
て

渡
唐
す
る
我
が
子
に
贈
っ
た
と
さ
れ
る
母
の
歌
が
一
首
あ
る
が
、
女
性
を
作
者
と
す

る
長
歌
は
歌
の
場
や
歌
の
題
材
が
極
め
て
限
定
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

そ
う
し
た
中
で
、
額
田
王
と
大
伴
坂
上
郎
女
と
は
や
は
り
個
別
に
論
じ
る
べ
き
存

在
で
あ
る
。
額
田
王
に
つ
い
て
は
「
宮
廷
祭
祀
・
遊
宴
の
花
」（
注
３
）、「
御
言
持
ち
歌

人
」（
注
４
）
な
ど
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
、
彼
女
の
長
歌
は
、
い
わ
ゆ
る
「
宮
廷
歌
人
」

の
営
為
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
額
田
王
の
宮
廷
内
で
の
地
位
に
関
す
る
議

論
は
措
く
と
し
て
も
、
天
智
天
皇
挽
歌
群
に
含
ま
れ
る
一
五
五
歌
「
山
科
の
御
陵
よ

り
退
散
す
る
時
の
歌
」
に
は
、妻
の
視
点
を
示
唆
す
る
表
現
は
含
ま
れ
な
い
。
ま
た
、

春
秋
を
比
較
し
た
歌
（
1
・
一
六
「
春
山
万
花
の
艶
と
秋
山
千
葉
の
彩
と
を
…
…
歌

を
以
て
判
る
歌
」）
に
せ
よ
、
三
輪
山
へ
の
惜
別
を
歌
う
長
歌
（
1
・
一
七
「
近
江
国

に
下
る
時
に
作
る
歌
」）
に
せ
よ
、女
性
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
表
現
は
見
ら
れ
な
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い
。
額
田
王
の
長
歌
は
宮
廷
の
場
の
要
請
に
応
え
る
も
の
で
あ
り
、
女
性
の
観
点
に

よ
る
私
的
な
情
感
を
題
材
と
す
る
相
聞
の
長
歌
は
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
坂
上
郎
女
は
、
額
田
王
が
残
す
こ
と
の
な
か
っ
た
相
聞
の
長
歌

も
制
作
し
た
。
坂
上
郎
女
の
長
歌
は
、「
怨
恨
歌
」（
4
・
六
一
九
）
を
除
き
、
題
詞

や
左
注
か
ら
大
伴
家
の
交
遊
関
係
の
中
で
作
ら
れ
た
作
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
作
歌
の
場
と
歌
の
享
受
者
と
が
き
わ
め
て
限
定
さ
れ
た
範
疇
に
収
ま

る
こ
と
が
、
坂
上
郎
女
の
長
歌
を
考
察
す
る
上
で
重
要
な
要
素
で
あ
る
。

既
に
、
先
行
研
究
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
長
歌
に
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
歌

や
、
一
首
の
構
造
に
つ
い
て
の
詳
細
な
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
坂
上
郎
女

の
長
歌
全
般
を
対
象
と
し
た
包
括
的
な
観
点
か
ら
、
な
お
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
柿
本
人
麻
呂
ら
「
宮
廷
歌
人
」
に
よ
る
長
歌
の
中
で
、
行
幸
従
駕
歌
は

天
皇
賛
美
を
企
図
し
た
も
の
で
あ
り
、
殯
宮
挽
歌
は
個
人
の
事
跡
を
称
揚
し
、
そ
の

死
を
哀
悼
す
る
と
い
う
機
能
を
担
う
べ
く
制
作
さ
れ
た
。
そ
う
い
っ
た
公
的
な
性
格

を
持
つ
長
歌
に
対
し
、
坂
上
郎
女
の
長
歌
に
い
か
な
る
機
能
を
認
め
ら
れ
る
の
か
。

本
稿
で
は
、
坂
上
郎
女
が
長
歌
を
制
作
す
る
に
至
っ
た
背
景
に
鑑
み
、
彼
女
の
長
歌

の
独
自
性
に
つ
い
て
検
証
し
た
い
。

最
初
に
、坂
上
郎
女
の
長
歌
に
お
け
る
作
歌
の
場
と
、長
歌
の
内
容
と
を
概
観
す
る
。

そ
れ
ぞ
れ
①
か
ら
⑥
の
番
号
を
付
し
、
題
詞
と
総
句
数
と
を
掲
げ
る
。
①
〜
③
、
お
よ

び
⑥
に
つ
い
て
は
制
作
年
次
の
順
に
掲
げ
、
④
と
⑤
に
つ
い
て
は
天
平
年
間
の
作
で
あ

る
と
判
断
さ
れ
る
も
の
の
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
た
め
、
③
と
⑥
の
間
に
掲
げ
る
。

①
天
平
二
年
（
七
三
〇
）

　

 「
冬
十
一
月
、
大
伴
坂
上
郎
女
、
帥
の
家
を
発
ち
て
道
に
上
り
、
筑
前
国
の
宗
像

郡
名
を
名
児
山
と
い
ふ
を
超
ゆ
る
時
に
作
る
歌
」（
6
九
六
三
）
―
―
「
名
児
山

を
超
え
る
歌
」
雑
歌
〈
9
句
〉

②
天
平
五
年
（
七
三
三
）

　

 「
大
伴
坂
上
郎
女
、神
を
祭
る
歌
一
首
并
せ
て
短
歌
」（
3
・
三
七
九
）
―
―
「
祭

神
歌
」
雑
歌
〈
19
句
〉

③
天
平
七
年
（
七
三
五
）

　

 「
七
年
乙
亥
、
大
伴
坂
上
郎
女
、
尼
理
願
の
死
去
し
こ
と
を
悲
嘆
し
て
作
る
歌
一

首
并
せ
て
短
歌
」（
3
・
四
六
〇
）
―
―
「
理
願
挽
歌
」
挽
歌
〈
53
句
〉

④
天
平
年
間

　

 「
大
伴
坂
上
郎
女
、
怨
恨
の
歌
一
首
并
せ
て
短
歌
」（
4
・
六
一
九
）
―
―
「
怨

恨
歌
」
相
聞
〈
41
句
〉

⑤
天
平
年
間

　

 「
大
伴
坂
上
郎
女
、
跡
見
庄
よ
り
、
宅
に
留
ま
れ
る
女
子
大
嬢
に
贈
賜
ふ
歌
一
首

并
せ
て
短
歌
（
4
・
七
二
三
）
―
―
「
従
跡
見
庄
贈
賜
歌
」
相
聞
〈
17
句
〉

⑥
天
平
勝
宝
二
年
（
七
五
〇
）

　

 「
京
師
よ
り
来
贈
せ
た
る
歌
一
首
并
せ
て
短
歌
」（
19
・
四
二
二
〇
）
―
―
「
従

京
師
来
贈
歌
」〈
25
句
〉

④
「
怨
恨
歌
」
は
、
前
後
に
配
列
さ
れ
た
歌
の
題
詞
な
ど
の
情
報
か
ら
、
天
平
三

年
か
ら
五
年
頃
の
作
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
②
「
祭
神
歌
」（
天
平
五
年
作
）
と
の
先

後
は
断
定
し
難
い
。

⑤
に
つ
い
て
は
、
家
持
と
大
嬢
の
歌
（
4
七
二
七
・
八
）
よ
り
前
に
配
列
さ
れ
て

い
る
。
二
人
の
贈
答
は
、
数
年
間
の
「
離
絶
」
の
後
、
天
平
十
一
年
六
月
の
家
持
の

「
妾
」
の
死
去
以
降
に
復
活
し
た
と
い
う
。
家
持
と
の
復
縁
以
前
に
、母
か
ら
娘
へ
贈

ら
れ
た
作
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
巻
八
に
同
じ
跡
見
庄
で
詠
ま
れ
た
坂
上
郎
女
の

天
平
八
年
の
作
（
8
・
一
五
六
〇
・
一
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
と
同
年
の
作
と
し
て
も

矛
盾
は
な
い
。
天
平
十
年
前
後
の
作
で
あ
る
と
見
て
大
き
く
誤
ら
な
い
だ
ろ
う
。

長
歌
の
句
数
に
お
い
て
は
、
③
「
理
願
挽
歌
」
の
五
十
三
句
を
筆
頭
に
、
④
「
怨

恨
歌
」（
四
十
一
句
）、
⑥
「
従
京
師
来
贈
歌
」（
二
十
五
句
）、
②
「
祭
神
歌
」（
十
九
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句
）、
⑤
「
従
跡
見
庄
歌
）（
十
七
句
）
の
順
に
並
ぶ
。
ま
た
、
長
歌
の
制
作
期
間
は
、

最
初
の
長
歌
で
あ
る
「
名
児
山
を
超
え
る
歌
」
が
天
平
二
年
（
七
三
〇
）
に
詠
ま
れ

て
か
ら
、
天
平
勝
宝
二
年
（
七
五
〇
）
年
の
「
従
京
師
来
贈
歌
」（
19
・
四
二
二
〇
）

ま
で
の
二
〇
年
の
長
き
に
わ
た
る
こ
と
も
看
過
し
得
な
い
。
な
お
、
⑥
の
長
歌
と
反

歌
と
は
、
坂
上
郎
女
の
作
の
中
で
年
代
の
判
明
す
る
最
後
の
作
で
も
あ
る
。

一
、
長
歌
制
作
の
経
緯
―
―
最
初
の
長
歌

坂
上
郎
女
の
六
首
の
長
歌
の
内
、
制
作
年
次
が
最
も
早
い
も
の
は
、
①
「
名
児
山

を
超
え
る
歌
」
で
あ
る
。

　
　
　

 

①
「
冬
十
一
月
、
大
伴
坂
上
郎
女
、
帥
の
家
を
発
ち
て
道
に
上
り
、
筑
前

国
の
宗
像
郡
名
を
名
児
山
と
い
ふ
を
超
ゆ
る
時
に
作
る
歌
」

　

 

大お
ほ
な
む
ぢ汝　

少す
く
な
び
こ
な

彦
名
の　

神
こ
そ
ば　

名
付
け
そ
め
け
め　

名
の
み
を　

名
児
山

と
負
ひ
て　

我
が
恋
の　

千
重
の
一
重
も　

慰
め
な
く
に 

（
6
・
九
六
三
）

題
詞
に
よ
れ
ば
、
大
宰
帥
で
あ
っ
た
兄
・
大
伴
旅
人
の
転
任
に
伴
い
帰
京
す
る
天

平
二
年
十
一
月
、
筑
前
国
の
宗
像
郡
の
名
児
山
と
い
ふ
山
を
超
え
た
時
の
歌
で
あ
る

と
い
う
。

名
児
山
は
、
現
在
の
宗
像
市
と
福
津
市
と
の
境
に
あ
る
「
な
ち
ご
山
」
で
、
標
高

は
１
６
５
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
最
初
の
長
歌
は
、
わ
ず
か
九
句
か
ら

成
り
、
山
越
え
の
旅
の
困
難
を
歌
う
も
の
で
は
な
く
、「
名
児
」
と
い
う
山
の
名
に
触

発
さ
れ
て
制
作
さ
れ
た
。
な
ご

0

0

山
と
い
う
山
の
名
は
、
な
ぐ
、
な
ぐ
さ
む
、
と
い
っ

た
語
を
想
起
さ
せ
る
。
こ
う
し
た
地
名
か
ら
の
連
想
に
よ
る
詠
は
『
万
葉
集
』
に
散

見
さ
れ
る
も
の
で
、
当
該
歌
も
冒
頭
四
句
を
除
け
ば
、
作
者
未
詳
の
短
歌
で
あ
る
、

　

名
草
山
言
に
し
あ
り
け
り
我
が
恋
ふ
る
千
重
の
一
重
も
慰
め
な
く
に

 

（
7
・
一
二
一
三
）

と
類
似
し
て
い
る
。「
こ
の
歌
を
原
歌
と
し
て
こ
の
長
歌
が
作
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な

い
」
と
み
る
む
き
も
あ
る
（
注
５
）。
し
か
し
、類
歌
で
あ
る
一
二
一
三
歌
が
「
名
草
山
」

と
い
う
山
の
名
の
み
を
取
り
上
げ
る
の
に
対
し
て
、
長
歌
①
で
は
、
そ
の
名
の
由
来

を
、
国
作
り
の
神
で
あ
る
「
大
汝　

少
彦
名
の
神
」
の
名
付
け
の
行
為
に
関
わ
ら
せ

て
述
べ
る
点
に
創
意
が
見
ら
れ
る
。

大
汝
と
少
彦
名
と
い
う
神
名
は
、
対
を
な
す
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
、
次
に
挙
げ
る
例
か
ら
知
ら
れ
る
。

　

大
汝
小
彦
名
の
い
ま
し
け
む
志
都
の
岩
屋
は
幾
代
経
ぬ
ら
む

 

（
3
・
三
五
五　

生
石
村
主
真
人
）

　

大
穴
道
少
御
神
の
作
ら
し
し
妹
背
の
山
を
見
ら
く
し
よ
し
も

 

（
7
・
一
二
四
七　

人
麻
呂
歌
集
）

　

於
保
奈
牟
知
須
久
奈
比
古
奈
の
神
代
よ
り
言
ひ
継
ぎ
け
ら
く
…
…

 

（
18
・
四
一
〇
六　

家
持
）

①
で
は
、
過
去
推
量
の
助
動
詞
で
あ
る
「
け
む
」
を
用
い
て
神
々
の
営
み
に
言
及

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
重
層
す
る
時
間
を
一
首
に
詠
み
込
ん
で
い
る
（
注
６
）。
旅
に
あ

る
「
我
」
の
恋
情
を
主
題
と
し
な
が
ら
も
、
神
代
に
起
源
を
持
つ
「
名
児
山
」
と
い

う
名
の
慰
藉
の
作
用
も
実
効
性
を
持
た
な
い
と
述
べ
、「
我
」
と
神
代
と
の
懸
隔
に
嘆

息
す
る
。
阿
蘇
瑞
枝
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
（
注
７
）、「
先
行
歌
を
意
識
し
つ
つ
、
そ

の
類
型
部
分
の
上
に
、『
大
汝　

少
彦
名
の　

神
こ
そ
ば　

名
づ
け
そ
め
け
め
』
の
詩

句
を
加
え
た
と
こ
ろ
に
郎
女
の
個
性
が
あ
っ
た
」
こ
と
を
重
視
し
、
長
歌
な
ら
で
は

の
創
意
を
く
み
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

既
存
の
歌
を
ふ
ま
え
つ
つ
そ
の
場
に
応
じ
て
歌
を
創
作
す
る
と
い
う
「
詞
使
聯

合
」（
注
８
）
は
、
も
と
よ
り
坂
上
郎
女
の
得
意
と
す
る
手
法
で
あ
り
、
長
歌
の
み
に
見

ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
当
該
長
歌
に
続
け
て
、
坂
上
郎
女
が
海
辺
で
貝

を
目
に
し
て
詠
ん
だ
、

　

我
が
背
子
に
恋
ふ
れ
ば
苦
し
暇
有
ら
ば
拾
ひ
て
行
か
む
恋
忘
れ
貝
（
6・九
六
四
）

と
い
う
短
歌
一
首
を
載
せ
る
が
、こ
の
歌
に
も
、や
は
り
巻
七
の
作
者
未
詳
歌
で
あ
る
、

　

暇
有
ら
ば
拾
ひ
に
行
か
む
住
吉
の
岸
に
寄
る
と
い
ふ
恋
忘
れ
貝
（
7
・
一
一
四
七
）
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と
の
類
歌
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
巻
七
所
収
の
歌
が
、
住
吉
の
名
物

と
し
て
の
「
恋
忘
れ
貝
」
へ
の
興
味
の
提
示
に
留
ま
る
の
に
対
し
て
、
坂
上
郎
女
の

短
歌
で
は
「
我
が
背
子
に
恋
ふ
れ
ば
苦
し
」
と
い
う
情
を
述
べ
、「
恋
忘
れ
貝
」
を
拾

う
と
い
う
行
為
の
根
拠
に
も
言
及
し
て
い
る
点
に
相
違
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
巻
六
に
連
続
し
て
配
列
さ
れ
た
①
長
歌
九
六
三
歌
と
短
歌
九
六
四

歌
と
は
、
同
じ
く
大
宰
府
か
ら
帰
京
す
る
道
中
で
の
詠
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
類
想
歌

が
存
在
す
る
と
い
う
共
通
項
が
あ
る
が
、長
歌
と
短
歌
と
が
ど
の
よ
う
に
異
な
る
の
か

が
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
①
が
遙
か
遠
い
神
話
の
時
代
へ
の
連
想
と
、
そ
の
山
に
相

対
す
る
現
実
の
「
我
」
の
現
実
を
一
首
の
う
ち
に
詠
む
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
点
に
着

目
し
た
い
。短
歌
一
首
の
内
に
も
過
去
と
現
在
と
い
う
二
つ
の
時
間
の
対
比
を
詠
む
こ

と
は
可
能
で
あ
る
が
、
わ
ず
か
九
句
の
小
長
歌
で
あ
る
と
は
い
え
、
五
句
・
三
十
一
文

字
と
い
う
短
歌
の
枠
組
み
を
超
え
る
こ
と
で
、短
歌
よ
り
も
表
現
の
幅
が
広
が
る
こ
と

は
確
か
で
あ
る
。こ
れ
よ
り
後
に
制
作
さ
れ
た
長
歌
に
も
複
数
の
時
間
や
空
間
が
詠
ま

れ
て
い
る
が
、
最
初
の
長
歌
の
制
作
を
通
じ
て
、
そ
れ
ま
で
明
白
に
自
覚
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
歌
体
の
利
点
へ
の
気
づ
き
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

坂
上
郎
女
が
短
歌
以
外
の
歌
体
へ
の
志
向
性
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
、
こ
れ
以
前

の
作
と
し
て
旋
頭
歌
一
首
を
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
し
、

旋
頭
歌
が
一
首
の
み
、
し
か
も
最
も
早
い
時
期
の
作
に
留
ま
る
の
に
対
し
て
、
長
歌

は
そ
の
後
、
継
続
し
て
制
作
さ
れ
た
点
に
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。

一
方
、
最
初
の
長
歌
制
作
の
契
機
と
し
て
、
天
平
二
年
と
い
う
時
期
も
大
い
に
影

響
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
当
該
歌
は
、
旅
人
や
山
上
憶
良
ら
が
作
歌
の
場
を
共
有
し

て
い
た
筑
紫
か
ら
の
帰
途
に
制
作
さ
れ
た
。
坂
上
郎
女
の
筑
紫
滞
在
中
に
、
例
え
ば

憶
良
が
旅
人
に
贈
っ
た
「
日
本
挽
歌
」（
5
・
七
九
四
）
な
ど
の
長
歌
を
目
に
す
る
機

会
を
得
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
憶
良
に
よ
る
、
一
首
の
内
に
故
人
の
生
前
の
姿
や
喪
失

の
悲
し
み
を
詠
む
と
い
う
構
想
を
高
く
評
価
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。た
だ
し
、

そ
う
し
た
秀
作
の
存
在
を
知
る
と
い
う
こ
と
と
、
自
ら
の
作
歌
に
お
い
て
実
践
す
る

こ
と
と
の
間
に
は
な
お
径
庭
が
あ
る
。
長
歌
に
よ
る
心
情
の
表
明
と
い
う
憶
良
の
創

作
に
関
す
る
知
識
に
加
え
、
神
話
の
世
界
と
現
在
と
を
一
首
に
詠
む
と
い
う
実
体
験

を
通
じ
て
、
改
め
て
短
歌
を
超
え
る
歌
の
構
想
の
可
能
性
に
思
い
至
っ
た
の
で
は
な

い
か
。

そ
も
そ
も
、
坂
上
郎
女
の
長
歌
の
制
作
は
自
ら
の
選
択
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
宮

廷
に
お
い
て
長
歌
と
い
う
歌
体
で
詠
じ
た
額
田
王
に
対
し
て
、
坂
上
郎
女
に
は
公
的

な
場
で
の
詠
を
要
請
さ
れ
る
機
会
は
な
か
っ
た
。
当
然
な
が
ら
、
宮
廷
歌
人
た
ち
が

制
作
し
た
よ
う
な
行
幸
従
駕
の
作
も
殯
宮
挽
歌
も
な
く
、
そ
う
し
た
長
歌
の
中
で
発

展
し
継
承
さ
れ
た
歌
の
構
造
を
自
ら
の
作
歌
に
取
り
入
れ
る
必
然
性
は
な
か
っ
た
。

最
初
の
長
歌
①
に
は
反
歌
も
付
さ
れ
て
い
な
い
。
自
ら
長
歌
を
作
歌
す
る
と
い
う
方

法
を
自
覚
し
た
後
に
、
改
め
て
憶
良
や
人
麻
呂
と
い
っ
た
長
歌
の
先
達
の
作
を
手
本

と
し
て
見
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
以
降
、
例
え
ば
憶
良
の
「
日
本
挽
歌
」
の
表

現
を
③
「
理
願
挽
歌
」
に
採
り
入
れ
た
よ
う
に
、
彼
ら
の
長
歌
の
表
現
を
摂
取
し
つ

つ
、
一
首
の
句
数
は
増
え
、
構
造
も
よ
り
錬
磨
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

二
、
長
歌
制
作
の
意
義

長
歌
と
い
う
選
択
肢
を
得
た
坂
上
郎
女
は
、
①
を
制
作
し
て
以
降
も
継
続
し
て
長

歌
を
詠
ん
だ
。
着
目
さ
れ
る
の
は
①
が
雑
歌
に
分
類
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
①

と
次
の
九
六
四
歌
（
短
歌
）
と
は
、
い
ず
れ
も
先
行
歌
に
依
り
つ
つ
「
恋
」
の
苦
悩

に
触
れ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
相
聞
に
分
類
さ
れ
る
多
く
の
歌
が
そ
う
で
あ
る
よ
う

な
、
恋
の
対
象
と
な
る
人
物
へ
の
伝
達
や
個
人
の
情
の
吐
露
と
は
質
を
異
に
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。

題
詞
に
「
冬
十
一
月
、
大
伴
坂
上
郎
女
、
帥
の
家
を
発
ち
て
道
に
上
り
、
筑
前
国

の
宗
像
郡
名
を
名
児
山
と
い
ふ
を
超
ゆ
る
時
に
作
る
歌
」と
記
す
と
こ
ろ
に
依
れ
ば
、

名
児
山
と
い
う
山
の
名
と
、
そ
の
山
の
所
在
地
が
筑
前
国
で
あ
る
こ
と
が
重
要
な
要

素
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
今
後
足
を
踏
み
入
れ
る
機

会
も
な
い
で
あ
ろ
う
九
州
の
地
へ
の
惜
別
や
、
彼
の
地
で
の
出
会
い
と
別
離
な
ど
、

帰
京
の
旅
に
同
行
す
る
人
び
と
の
胸
中
に
去
来
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
感
懐
を
も
包
摂
す

る
と
い
っ
た
機
能
が
推
定
さ
れ
る
。
甥
で
あ
る
家
持
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
以

外
に
も
、
同
道
の
「
傔
従
」（
17
・
三
八
九
〇
〜
三
八
九
九
題
詞
）
と
い
っ
た
人
び
と

に
も
、
歌
が
共
有
さ
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
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そ
し
て
、
こ
の
数
年
後
、
天
平
五
年
に
作
ら
れ
た
②
「
祭
神
歌
」（
3
・
三
七
九
）

も
、
同
様
に
人
び
と
に
よ
っ
て
共
有
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。「
祭
神
歌
」
と
い

う
呼
称
は
、左
注
に
「
大
伴
の
氏
の
神
を
供ま

つ祭
る
時
に
、聊
か
に
こ
の
歌
を
作
る
。
故

に
神
を
祭
る
歌
と
い
ふ
」
と
あ
る
こ
と
に
依
る
。
し
か
し
、
神
を
祭
る
と
い
う
宗
教

儀
礼
に
供
す
る
も
の
と
は
考
え
に
く
い
こ
と
は
、
既
に
拙
稿
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
（
注
９
）。
歌
の
中
に
「
斎
瓮
」
を
設
置
す
る
、「
木
綿
」
を
取
り
付
け
る
と
い
っ
た
行

為
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
遣
唐
使
の
母
の
長
歌
に
も
見
ら
れ
る
（
注
10
）。
遣

唐
使
の
母
の
歌
が
無
事
を
祈
る
と
い
う
心
情
に
主
眼
が
置
か
れ
た
の
に
対
し
て
、
坂

上
郎
女
の
方
は
、
再
会
の
願
い
が
叶
え
ら
れ
な
い
慨
嘆
が
歌
の
趣
意
と
な
っ
て
い
る

の
で
あ
る
（
注
11
）。

祈
り
の
行
為
と
相
反
す
る
現
実
を
対
置
す
る
こ
と
は
、
反
歌
に
お
い
て
も
同
様
で

あ
る
。

　

 

木ゆ

ふ綿
畳た
た
み

手
に
取
り
持
ち
て
か
く
だ
に
も
我あ
れ

は
祈
ひ
な
む
君
に
逢
は
じ
か
も

 

（
3
・
三
八
〇
）

こ
う
し
た
嘆
き
が
歌
に
よ
っ
て
表
明
さ
れ
る
こ
と
の
意
義
は
ど
う
い
っ
た
点
に

認
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
左
注
に
記
す
「
聊
か
に
作
る
」（「
か
り
そ
め
に
」「
つ

い
ち
ょ
っ
と
」）
と
い
う
文
言
に
よ
れ
ば
（
注
12
）、
内
輪
の
、
親
密
な
閉
じ
た
場
で
の

作
で
あ
る
と
見
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
参
照
す
べ
き
例
と
し
て
巻
四
・
六
六
六
・

七
歌
が
あ
る
。
こ
の
二
首
は
、
坂
上
郎
女
の
母
方
の
従
兄
弟
に
あ
た
り
、
日
頃
か
ら

親
し
く
交
流
し
て
い
た
安
倍
虫
麻
呂
と
戯
れ
の
歌
を
贈
答
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

歌
に
も
「
聊
か
に
作
る
」
と
い
う
左
注
が
あ
る
。「
祭
神
歌
」
も
、氏
神
を
祀
る
と
い

う
厳
粛
な
祭
儀
を
終
え
緊
張
の
解
け
た
雰
囲
気
の
中
、
故
人
と
な
っ
た
一
族
の
誰
彼

を
想
起
し
な
が
ら
、
そ
の
不
在
に
向
き
合
う
哀
感
を
長
歌
に
詠
ん
だ
と
み
て
よ
い
の

で
は
な
い
か
。
儀
式
の
席
上
、
祭
儀
の
一
環
と
し
て
の
公
表
で
は
な
く
、
近
し
い
、

気
心
の
知
れ
た
身
近
な
人
び
と
に
よ
っ
て
享
受
さ
れ
、
感
懐
を
共
有
す
る
こ
と
が
企

図
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
感
懐
の
共
有
の
み
で
あ
る
な
ら
ば
短
歌
と
い
う
歌
体
で
も
可
能
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
短
歌
が
集
団
で
の
詠
に
お
い
て
も
表
現
上
の
呼
応
を
志
向
す

る
の
に
対
し
て
、
長
歌
は
一
人
の
作
の
み
に
よ
っ
て
完
結
す
る
こ
と
が
可
能
な
表
現

方
法
で
あ
る
。
制
作
に
あ
た
っ
て
そ
の
相
違
が
重
視
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
①
や
②

に
は
、
対
話
や
応
答
を
必
要
と
せ
ず
、
し
か
も
そ
の
場
の
人
び
と
に
共
有
さ
れ
得
る

内
容
を
供
す
る
と
い
う
長
歌
の
機
能
を
指
摘
し
得
る
。

一
方
、
③
「
理
願
挽
歌
」
に
は
、
そ
れ
ら
と
は
別
の
機
能
が
想
定
さ
れ
る
。
左
注

に
は
制
作
事
情
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

 

右
、
新
羅
国
の
尼
、
名
を
理
願
と
い
ふ
。
遠
く
王
徳
に
感か
ま

け
て
聖
朝
に
帰
化
し

ぬ
。
時
に
大
納
言
大
将
軍
大
伴
卿
の
家
に
寄
住
し
て
、
既
に
数
紀
を
経
た
り
。

こ
こ
に
天
平
七
年
乙
亥
を
以
て
、
忽
に
運
病
に
沈
み
、
す
で
に
泉
界
に
趣お

も
ぶく
。

こ
こ
に
大お

ほ
と
じ家
石
川
命
婦
、
餌
薬
の
事
に
よ
り
て
有
間
の
温
泉
に
行
き
て
、
こ
の

喪
に
会
は
ず
。
た
だ
郎
女
ひ
と
り
留
ま
り
て
屍
柩
を
葬
り
送
る
こ
と
す
で
に
訖お

は

り
ぬ
。
仍
り
て
こ
の
歌
を
作
り
て
、
温
泉
に
贈
り
入
る
。

佐
保
大
納
言
家
に
長
年
寄
宿
し
て
い
た
新
羅
出
身
の
尼
で
あ
る
理
願
の
死
去
の

事
実
と
悲
嘆
の
情
を
長
歌
に
詠
み
、
坂
上
郎
女
の
実
母
で
佐
保
大
納
言
家
の
大
刀
自

と
し
て
女
性
達
を
束
ね
て
い
た
石
川
郎
女
に
贈
っ
た
も
の
で
あ
る
。
既
に
拙
稿
に
述

べ
た
よ
う
に
（
注
13
）、
死
者
に
直
接
哀
悼
の
言
葉
を
捧
げ
る
歌
で
は
な
く
、
ま
た
、
死

者
の
葬
儀
に
合
わ
せ
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
も
な
い
。
葬
儀
が
終
了
し
た
後
に
、
母

に
贈
ら
れ
た
私
信
と
し
て
の
性
質
を
有
し
た
、
い
わ
ば
書
簡
歌
と
も
い
う
べ
き
歌
で

あ
ろ
う
。「
理
願
挽
歌
」
と
称
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
が
、
例
え
ば
「
高
市
皇
子
挽

歌
」
や
「
天
智
天
皇
挽
歌
」
と
い
っ
た
歌
群
と
は
性
質
を
異
に
す
る
作
で
あ
る
こ
と

に
注
意
を
要
す
る
。
坂
上
郎
女
の
③
「
理
願
挽
歌
」
は
、
①
や
②
と
は
異
な
り
、
特

定
の
人
物
へ
の
伝
達
を
念
頭
に
構
想
さ
れ
た
長
歌
で
あ
っ
た
。

私
信
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
と
い
う
点
で
は
、
⑤
と
⑥
も
同
様
で
あ
る
。
左
注

に
は
以
下
の
よ
う
に
記
す
。

⑤
「
従
跡
見
庄
贈
賜
歌
」
右
の
歌
は
、
大
嬢
が
進

た
て
ま
つる
歌
に
報こ
た

へ
賜
ふ
。

⑥
「
従
京
師
来
贈
歌
」
右
の
二
首
、大
伴
氏
坂
上
郎
女
の
、女む
す
め子
大
嬢
に
賜
へ
る
な
り
。
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⑤
は
、
坂
上
郎
女
が
跡
見
庄
に
滞
在
し
て
い
た
折
に
、
平
城
京
の
留
守
宅
に
一
人

残
っ
た
娘
か
ら
贈
ら
れ
て
き
た
歌
に
応
え
た
歌
で
あ
る
。
⑥
は
越
中
守
と
し
て
赴
任

し
て
い
た
家
持
の
も
と
に
下
向
し
た
大
嬢
に
宛
て
て
、
平
城
京
に
暮
ら
す
坂
上
郎
女

か
ら
贈
っ
た
歌
で
、
坂
上
郎
女
が
五
十
歳
を
迎
え
た
頃
の
作
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。

こ
の
二
首
の
表
現
の
類
似
に
つ
い
て
、
影
山
尚
之
氏
は
以
下
の
よ
う
に
指
摘
す
る
（
注
14
）。

　
　
　

 

か
く
ば
か
り　

も
と
な
し
恋
ひ
ば　

故
郷
に　

こ
の
月
ご
ろ
も　

あ
り

か
つ
ま
し
じ

　
　
　

 

面
影
に　

も
の
な
見
え
つ
つ　

か
く
恋
ひ
ば　

老
い
付
く
我
が
身　

け

だ
し
堪
へ
む
か
も

　

 

の
口
ぶ
り
の
類
似
は
年
月
の
経
過
を
疑
わ
せ
る
ほ
ど
だ
。
こ
の
た
び
越
中
に
暮

ら
す
大
嬢
を
思
い
や
る
に
、
郎
女
は
、
跡
見
庄
へ
向
か
う
自
身
を
見
送
っ
て
泣

い
た
あ
の
日
の
む
す
め
の
姿
を
必
ず
想
起
し
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
。

③
や
⑤
・
⑥
で
は
、
歌
の
言
葉
を
伝
え
る
べ
き
物
が
特
定
さ
れ
て
い
る
。
母
や
娘

と
い
っ
た
最
も
親
し
い
個
人
に
長
歌
を
贈
る
に
あ
た
っ
て
、
過
去
の
回
想
や
記
憶
、

自
ら
の
心
情
な
ど
、
複
数
の
場
面
を
包
摂
す
る
長
歌
の
利
点
を
生
か
し
て
、
相
手
の

情
感
を
揺
り
動
か
す
効
果
的
な
表
現
を
吟
味
し
て
作
ら
れ
て
い
る
。

歌
に
よ
っ
て
共
感
や
感
動
を
喚
起
す
る
こ
と
は
短
歌
に
も
可
能
で
あ
る
。
坂
上
郎

女
も
ま
た
、
他
者
に
宛
て
て
歌
を
贈
る
際
に
短
歌
を
選
択
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
例

え
ば
以
下
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

　
　
　

大
伴
坂
上
郎
女
、
竹
田
庄
よ
り
女
子
大
嬢
に
贈
る
歌
二
首

　

 

う
ち
渡
す
竹
田
の
原
に
鳴
く
鶴
の
間
な
く
時
な
し
我
が
恋
ふ
ら
く
は

 

（
4
・
七
六
〇
）

　

 

早
川
の
瀬
に
居
る
鳥
の
よ
し
を
な
み
思
ひ
て
あ
り
し
我
が
子
は
も
あ
は
れ

 

（
4
・
七
六
一
）

　
　
　

 

大
伴
宿
祢
家
持
、
天
平
十
八
年
閏
七
月
を
以
て
、
越
中
国
守
に
任
ぜ
ら
る
。

即
ち
七
月
を
取
り
て
任
所
に
赴
く
。
こ
こ
に
姑を

ば

大
伴
氏
坂
上
郎
女
、
家
持

に
贈
る
歌
二
首

　

 

草
枕
旅
行
く
君
を
幸さ
き

く
あ
れ
と
斎い
は
ひ
へ瓮
据
ゑ
つ
我あ

が
床
の
辺
に

 

（
17
・
三
九
二
七
）

　

 

今
の
ご
と
恋
し
く
君
が
思
ほ
え
ば
い
か
に
か
も
せ
む
す
る
す
べ
の
な
さ

 

（
17
・
三
九
二
八
）

　
　
　

更
に
越
中
国
に
贈
る
歌
二
首

　

旅
に
去
に
し
君
し
も
継
ぎ
て
夢
に
見
ゆ
我あ

が
片
恋
の
繁
け
れ
ば
か
も

 

（
17
・
三
九
二
九
）

　

 

道
の
中
国
つ
み
神
は
旅
行
き
も
し
知
ら
ぬ
君
を
恵
み
た
ま
は
な

 

（
17
・
三
九
三
〇
）

　
　
　

 

姑を
ば

大
伴
氏
坂
上
郎
女
、
越
中
守
大
伴
宿
祢
家
持
に
来お

こ贈
せ
た
る
歌
二
首

　

 

常
人
の
恋
ふ
と
い
ふ
よ
り
は
余
り
に
て
我
は
死
ぬ
べ
く
な
り
に
た
ら
ず
や

 

（
18
・
四
〇
八
〇
）

　

 

片か
た

思お
も
ひを
馬
に
ふ
つ
ま
に
負お

ほ
せ
持
て
越
辺
に
遣
ら
ば
人
か
た
は
む
か
も

 

（
18
・
四
〇
八
一
）

　
　
　

＊
大
伴
宿
祢
稲
公
、
田
村
大
嬢
に
贈
る
歌
一
首

　

 

相
見
ず
は
恋
ひ
ざ
ら
ま
し
を
妹
を
見
て
も
と
な
か
く
の
み
恋
ひ
ば
い
か
に
せ
む

 

（
4
・
五
八
六
）

　
　
　

右
の
一
首
は
姉
坂
上
郎
女
の
作
な
り
。

弟
で
あ
る
稲
公
の
た
め
に
代
作
し
た
と
い
う
五
八
六
歌
を
除
き
、
短
歌
一
首
の
み

と
い
う
例
は
な
く
、
二
首
を
ひ
と
組
と
し
て
贈
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
二
首
の
表
現
は

相
互
に
依
存
す
る
こ
と
は
な
く
、
試
み
に
短
歌
の
先
後
を
入
れ
替
え
て
も
、
ひ
と
組

と
し
て
の
完
成
度
が
損
な
わ
れ
る
と
い
っ
た
こ
と
は
な
い
。
一
首
の
短
歌
は
い
わ
ば
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独
立
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
も
っ
た
一
つ
の
文
の
よ
う
な
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

趣
意
の
歌
を
二
つ
組
み
合
わ
せ
て
相
手
に
贈
る
の
が
、
坂
上
郎
女
に
お
け
る
短
歌
に

よ
る
贈
歌
の
方
法
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
に
対
し
て
、
相
手
に
贈
っ
た
長
歌
に
は
反
歌
を
一
首
ず
つ
添
え
て
い
る
。
そ

れ
ら
の
反
歌
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

③
「
理
願
挽
歌
」

　

 

留
め
得
ぬ
命
に
し
あ
れ
ば
し
き
た
へ
の
家
ゆ
は
出
で
て
雲
隠
り
に
き

 

（
3
・
四
六
一
）

　

⑤
「
従
跡
見
庄
贈
賜
歌
」

　

 

朝
髪
の
思
ひ
乱
れ
て
か
く
ば
か
り
な
ね
が
恋
ふ
れ
そ
夢
に
見
え
け
る

 

（
4
・
七
二
四
）

　

⑥
「
従
京
師
来
贈
歌
」

　

か
く
ば
か
り
恋
し
く
し
あ
ら
ば
ま
そ
鏡
見
ぬ
日
時
な
く
あ
ら
ま
し
も
の
を

 
（
19
・
四
二
二
一
）

③
の
長
歌
で
は
、
死
者
が
「
家
」
を
「
出
」
て
夕
闇
に
隠
れ
て
し
ま
う
姿
が
記
述

さ
れ
て
い
た
（
注
15
）。
反
歌
の
「
し
き
た
へ
の
家
ゆ
は
出
で
て
」
の
句
は
、
長
歌
の
表

現
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、長
歌
と
反
歌
の
い
ず
れ
に
も
「
し
き
た
へ
の
家
」

と
い
う
語
句
が
あ
る
が
、
枕
詞
で
あ
る
「
し
き
た
へ
の
」
が
「
家
」
に
か
か
る
用
例

は
、『
万
葉
集
』
中
に
坂
上
郎
女
の
こ
の
例
の
み
で
あ
る
。
反
歌
が
長
歌
に
付
帯
す
る

も
の
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
⑤
の
娘
の
思
慕
を
い
う
「
か
く
ば
か
り
な
ね
が
恋
ふ
」
様
相
は
、
長
歌

冒
頭
に
出
立
の
際
の
娘
の
姿
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
内
容
を
受
け
て
い
る
（
注
16
）。
⑥

で
は
、「
か
く
ば
か
り
恋
し
く
」
思
う
の
は
坂
上
郎
女
自
身
で
あ
る
が
、
そ
の
思
い
の

内
実
は
長
歌
の
叙
述
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
（
注
17
）。

こ
の
よ
う
に
、
短
歌
に
よ
る
贈
歌
が
独
立
す
る
歌
の
組
合
わ
せ
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
長
歌
に
反
歌
が
付
さ
れ
る
場
合
は
、
反
歌
で
長
歌
に
詳
し
く
述
べ
た
内
容
を
繰

り
返
し
た
り
、
長
歌
の
内
容
に
依
拠
し
つ
つ
補
足
し
た
り
と
い
っ
た
方
法
を
用
い
て

い
る
。
反
歌
は
、
長
歌
に
よ
る
丹
念
な
叙
述
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
凝
縮
さ
れ

た
心
情
の
発
露
と
な
っ
て
い
る
が
、
短
歌
二
首
を
組
合
わ
せ
た
贈
歌
と
は
異
な
り
、

自
立
性
に
乏
し
い
と
も
い
え
よ
う
。

坂
上
郎
女
が
母
や
娘
に
贈
る
長
歌
は
、
複
数
の
場
面
を
切
り
換
え
、
文
飾
を
施
し

つ
つ
多
く
の
句
数
を
費
や
し
相
手
に
真
情
を
届
け
る
た
め
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
う
し
た
長
歌
の
類
例
と
し
て
、
家
持
に
よ
る
相
聞
の
長
歌
が
参
照
さ
れ

る
。
影
山
氏
は
、
家
持
か
ら
坂
上
大
嬢
に
贈
ら
れ
た
長
歌
（
8
・
一
六
二
九
）
に
対

し
て
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

　

 

当
該
歌
は
、
自
ら
の
興
味
と
関
心
だ
け
で
長
歌
仕
立
て
と
し
た
独
善
的
な
作
品

で
は
な
く
、
こ
れ
を
受
け
取
る
大
嬢
に
対
し
て
こ
ま
や
か
な
配
慮
を
巡
ら
し
た

語
り
か
け
で
あ
る
と
評
価
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

家
持
の
例
に
対
し
て
、「
語
り
か
け
」
と
し
て
の
長
歌
と
い
う
概
念
を
提
起
さ
れ
た

影
山
氏
に
従
い
た
い
（
注
18
）。

加
え
て
、
影
山
氏
は
家
持
が
相
聞
の
長
歌
を
贈
っ
た
相
手
で
あ
る
大
嬢
の
返
歌
を

期
待
し
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
長
歌
の
機
能
を
考
え
る
上
で

重
要
な
観
点
で
あ
る
。

万
葉
の
時
代
の
人
び
と
に
と
っ
て
、
短
歌
の
贈
答
が
慣
例
と
し
て
共
有
さ
れ
て
い

た
ら
し
い
こ
と
は
、
集
中
に
残
る
数
多
く
の
例
に
よ
っ
て
推
察
さ
れ
る
。
し
か
し
、

長
歌
に
よ
る
贈
答
は
、
越
中
時
代
の
家
持
と
大
伴
池
主
に
よ
る
も
の
や
、
巻
十
三
の

作
者
未
詳
の
長
歌
以
外
の
例
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
解
釈
に

つ
い
て
は
、
別
に
考
察
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

坂
上
郎
女
が
母
や
娘
に
贈
っ
た
長
歌
に
お
い
て
は
、
相
手
の
応
答
は
目
的
で
は
な

か
っ
た
。
自
ら
が
工
夫
し
た
表
現
に
よ
っ
て
完
結
し
た
世
界
を
構
築
す
る
こ
と
が
、

長
歌
を
制
作
す
る
際
に
企
図
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
女
性
が
長
歌
を
作
る
背
景
が
極
め
て
限
定
的

で
あ
る
中
で
、
坂
上
郎
女
は
六
首
の
長
歌
を
制
作
し
た
。
特
定
の
相
手
を
想
定
し
て

自
ら
の
意
を
尽
く
し
た
長
歌
は
家
持
に
も
大
い
に
影
響
を
与
え
、
継
承
さ
れ
た
と
思
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わ
れ
る
。
そ
れ
は
、「
語
り
か
け
」
の
長
歌
で
あ
り
つ
つ
、
相
手
か
ら
の
応
答
を
必
要

と
し
な
い
表
現
行
為
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

三
、「
怨
恨
歌
」
の
背
景
―
―
虚
構
性
と
題
詠

こ
こ
ま
で
、
題
詞
や
左
注
を
手
が
か
り
と
し
な
が
ら
坂
上
郎
女
の
長
歌
の
背
景
に

つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
左
注
を
付
記
し
た
の
は
、
制
作
事
情
の
詳
細
を

知
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
に
分
け
て
収
録
し
た
編
集
者
で
あ
る
家

持
だ
と
思
わ
れ
る
。

そ
う
し
た
中
で
、
唯
一
、
左
注
も
な
く
簡
単
な
題
詞
の
み
が
付
さ
れ
る
た
め
に
、

制
作
の
背
景
が
不
明
で
あ
る
の
が
④
「
怨
恨
歌
」
で
あ
る
。
敢
え
て
左
注
を
記
さ
な

か
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
事
情
を
知
ら
な
い
た
め
に
書
け
な
か
っ
た
の
か
。
巻
四
の

編
纂
と
い
う
大
き
な
問
題
と
も
関
わ
る
た
め
、
本
稿
で
は
「
怨
恨
歌
」
そ
の
も
の
の

理
解
に
深
く
立
ち
入
る
こ
と
は
せ
ず
今
後
の
課
題
と
し
た
い
が
、
坂
上
郎
女
の
長
歌

を
考
察
す
る
際
に
は
避
け
得
な
い
作
で
あ
る
。
以
下
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
史
を
概
観

し
、
私
見
を
述
べ
た
い
。

（
ア
）
小
野
寺
静
子
氏
「
怨
恨
の
歌
―
大
伴
坂
上
郎
女
の
志
向
す
る
世
界
―
」（『
坂
上

郎
女
と
家
持
―
大
伴
家
の
人
々
―
』
翰
林
書
房
、
二
〇
〇
二
。
初
出
一
九
七
二
）

　

 

郎
女
に
「
怨
恨
歌
」
と
い
う
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
作
ら
し
め
た
原
動
力
と
い
う
も

の
は
、
穂
積
皇
子
や
藤
原
麻
呂
や
宿
奈
麻
呂
で
は
な
い
。
…
…
巻
十
三
と
の
密

接
な
繋
り
の
中
に
見
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
郎
女
に
と
っ
て

は
、
古
い
も
の
で
あ
る
巻
十
三
の
長
歌
群
に
た
ち
返
る
と
い
う
本
質
を
持
つ

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
な
の
で
あ
る
。

（
イ
）
下
田
忠
氏
「
大
伴
坂
上
郎
女
―
怨
恨
歌
の
心
情
表
現
―
」（『
万
葉
長
歌
の
表
現

研
究
』
和
泉
書
院
、
一
九
八
九
。
初
出
一
九
八
一
）

　

 

そ
の
制
作
に
際
し
て
、
心
情
表
現
展
開
上
の
文
脈
の
骨
格
は
、
人
麻
呂
以
来
の

伝
統
を
踏
ま
え
、
詞
句
も
多
く
は
先
人
に
学
び
つ
つ
、
天
平
の
人
々
、
大
伴
家

の
人
々
の
「
作
歌
参
考
書
」
と
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
巻
十
・
十
一
・
十
二
・
そ

れ
に
彼
女
の
手
元
に
少
な
く
と
も
そ
の
原
本
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
巻
十

三
の
新
鮮
味
あ
る
詞
句
な
ど
を
も
摂
取
し
な
が
ら
、
近
親
的
サ
ロ
ン
に
お
け
る

主
人
と
し
て
、
ま
た
長
歌
の
名
手
と
し
て
の
自
負
か
ら
堂
々
た
る
相
聞
歌
の
模

範
を
披
瀝
し
て
み
せ
た
の
が
当
該
長
歌
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
ウ
）
東
茂
美
氏
「『
怨
恨
歌
』
論
」（『
大
伴
坂
上
郎
女
』
笠
間
書
院
、
一
九
九
四
。

初
出
一
九
八
五
）

　

 

…
…
六
朝
時
代
の
種
々
の
文
苑
に
お
い
て
、
班
姫
怨
が
話
題
と
な
り
文
学
化
さ

れ
て
い
た
…
…
坂
上
郎
女
は
掌
中
の
『
玉
台
』
に
み
る
〈
班
婕
妤
〉
の
文
学
、

あ
る
い
は
〈
班
姫
怨
〉
と
い
う
六
朝
文
学
の
主
題
詠
と
な
り
え
た
班
婕
妤
の
境

涯
に
心
魅
か
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
あ
え
て
題
を
も
っ
て
「
怨

恨
歌
」
と
し
た
郎
女
の
文
学
志
向
は
、
六
朝
の
詩
人
文
人
た
ち
が
相
和
し
た
班

婕
妤
の
怨
恨
を
、
和
歌
で
も
っ
て
試
み
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
存
在
し
た
の
で

は
な
い
か
。

（
エ
）
小
野
寺
氏
「
怨
恨
歌
再
論
（
下
）」（
前
掲
『
坂
上
郎
女
と
家
持
―
大
伴
家
の

人
々
―
』
初
出
一
九
八
九
）

　

 

坂
上
郎
女
は
六
首
の
長
歌
を
作
っ
て
い
る
が
、
怨
恨
歌
を
除
く
五
首
は
、
…
…

全
て
作
歌
事
情
や
時
期
な
ど
に
つ
い
て
、
題
詞
や
左
注
で
詳
し
く
述
べ
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
る
と
坂
上
郎
女
の
長
歌
は
贈
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
作
っ
た

か
、
作
歌
の
場
を
も
っ
て
作
ら
れ
た
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
怨

恨
歌
の
み
が
そ
う
し
た
事
情
を
一
切
伝
え
な
い
。
怨
恨
歌
が
そ
う
し
た
事
情
の

な
い
、
い
わ
ば
、
独
詠
的
に
筆
録
文
学
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
か
、
何
ら
か
の

事
由
に
よ
っ
て
そ
う
し
た
事
情
が
欠
如
し
て
し
ま
っ
た
か
で
あ
ろ
う
。
…
…
怨

恨
歌
の
中
国
文
学
的
接
近
は
、
そ
の
題
詞
に
留
ま
っ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え

な
い
。
あ
る
い
は
、巻
十
六
の
「
怨
恨
」（
三
八
〇
九
左
注
）
か
ら
得
た
も
の
か

も
し
れ
な
い
。
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（
オ
）
阿
蘇
瑞
枝
氏
『
万
葉
集
全
歌
講
義　

二
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
六
）。

　
 

…
…
「
君
」
と
呼
ば
れ
る
相
手
を
特
定
の
人
と
す
る
説
と
虚
構
の
作
と
す
る
説

と
あ
る
。
前
者
は
、
藤
原
麻
呂
、
大
伴
宿
奈
麻
呂
、
大
伴
駿
河
麻
呂
、
大
伴
家

持
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、
娘
の
坂
上
大
嬢
に
代
わ
っ
て
家
持
を
怨
ん
だ
歌
と
す
る

説
も
あ
る
。
養
老
五
年
（
七
二
一
）
頃
交
際
し
た
藤
原
麻
呂
と
す
る
に
は
あ
ま

り
に
年
が
経
っ
て
お
り
、
再
婚
相
手
の
宿
奈
麻
呂
も
郎
女
が
大
宰
府
に
下
る
前

に
亡
く
な
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
か
ら
あ
た
ら
な
い
。
娘
た
ち
の
結
婚
相
手
で

も
あ
る
大
伴
駿
河
麻
呂
や
家
持
も
考
え
に
く
い
。
虚
構
説
が
、
近
年
盛
ん
で
あ

る
の
も
も
っ
と
も
で
あ
る
。「
怨
恨
歌
」
と
い
う
特
異
な
題
か
ら
も
、
中
国
の

「
怨
詩
」「
閨
怨
詩
」
な
ど
を
意
識
し
て
の
題
詠
歌
と
と
り
た
い
。

（
オ
）
の
阿
蘇
氏
の
注
釈
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
近
年
、「
怨
恨
歌
」
は
題
詠
で
あ

り
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
す
る
の
が
通
説
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ

ま
で
見
て
き
た
坂
上
郎
女
の
長
歌
は
、
場
を
同
じ
く
す
る
人
と
の
共
有
を
前
提
と
す

る
か
、
あ
る
い
は
、
特
定
の
受
け
手
を
想
定
す
る
こ
と
に
よ
り
構
築
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
。
実
際
に
、
④
「
怨
恨
歌
」
を
除
い
た
坂
上
郎
女
の
長
歌
は
、
あ
く
ま
で
も

大
伴
家
内
部
の
関
係
性
に
依
拠
し
た
私
的
な
歌
々
で
、
彼
女
が
実
際
に
見
聞
し
た
事

象
や
慨
嘆
を
題
材
と
し
て
い
る
。

④
の
成
立
は
天
平
三
・
四
年
頃
、
あ
る
い
は
天
平
五
年
頃
に
引
き
下
げ
る
説
も
あ

る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
天
平
二
年
十
一
月
に
作
ら
れ
た
①
「
名
児
山
を
超
え
る
歌
」

か
ら
数
年
後
の
作
で
あ
る
。
最
初
の
長
歌
か
ら
わ
ず
か
な
時
間
し
か
経
過
し
て
い
な

い
段
階
で
、
あ
る
女
性
の
過
去
と
現
在
の
姿
を
描
写
し
、
そ
の
悲
嘆
を
叙
述
す
る
と

い
う
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
長
歌
を
創
出
し
得
た
と
考
え
る
の
は
躊
躇
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
加
え
て
、
現
実
の
人
間
関
係
に
依
拠
し
な
い
創
作
を
、
雑
歌
で
は
な
く
相
聞
の

部
に
分
類
し
た
理
由
も
判
然
と
し
な
い
。

④
が
サ
ロ
ン
的
な
場
で
公
表
さ
れ
た
と
す
る
解
釈
も
あ
る
が
、
サ
ロ
ン
の
中
心
的

役
割
を
担
う
女
性
に
対
し
て
、
後
世
の
小
説
家
か
劇
作
家
の
よ
う
に
ド
ラ
マ
を
創
造

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。

確
か
に
、
坂
上
郎
女
は
、
自
身
以
外
の
人
物
の
視
点
に
よ
る
代
作
は
試
み
て
い
る

が
（
4
・
五
八
六
）、
同
母
の
弟
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
贈
る
相
手
も
坂
上
郎
女

に
と
っ
て
は
亡
夫
の
先
妻
の
娘
で
あ
る
田
村
大
嬢
で
あ
る
。
既
知
の
関
係
性
に
依
拠

し
て
の
作
で
、
し
か
も
短
歌
で
あ
る
。

『
万
葉
集
』
に
お
い
て
、
他
者
を
歌
の
主
体
と
す
る
長
歌
を
成
し
た
歌
人
と
し
て

は
、
例
え
ば
「
お
か
か
え
歌
人
・
顧
客
の
歌
人
―
す
な
わ
ち
歌
俳
優
」
と
も
評
さ
れ

る
人
麻
呂
や
（
注
19
）、
貧
者
と
窮
者
に
よ
る
問
答
歌
を
作
っ
た
憶
良
、
伝
説
を
題
材
と

し
て
長
歌
を
詠
ん
だ
高
橋
虫
麻
呂
ら
の
名
が
想
起
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
サ
ロ

ン
的
な
場
で
坂
上
郎
女
が
評
価
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
実
情
を
知
る
人
び
と
を
前
に
し

て
誇
張
や
演
技
も
交
え
、
巧
み
な
文
飾
に
よ
っ
て
作
歌
す
る
才
能
ゆ
え
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
男
女
の
哀
歓
を
新
た
に
創
出
す
る
と
い
っ
た
よ
う
な
、
後
世
の
「
作

り
物
語
」
的
な
方
法
と
は
、
や
は
り
質
を
異
に
す
る
も
の
と
し
て
評
価
す
る
の
が
穏

当
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

お
わ
り
に

坂
上
郎
女
は
、
親
し
い
人
び
と
の
前
で
詠
む
長
歌
を
、
景
と
情
の
共
有
を
念
頭
に

置
い
て
制
作
し
た
。
そ
し
て
、
離
れ
た
場
所
に
い
る
母
や
娘
に
は
、
序
詞
な
ど
の
修

辞
を
巧
み
に
用
い
つ
つ
真
情
を
伝
達
す
べ
く
「
語
り
か
け
」
と
し
て
の
長
歌
を
贈
っ

た
。
そ
の
よ
う
な
長
歌
は
、
家
持
に
よ
る
相
聞
長
歌
創
作
の
先
蹤
と
し
て
認
め
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
。

制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
序
詞
な
ど
に
工
夫
を
こ
ら
し
つ
つ
一
首
の
長
歌
を
構
想
し

な
が
ら
（
注
20
）、
応
答
を
引
き
出
す
こ
と
は
必
ず
し
も
目
的
と
し
な
か
っ
た
。
享
受
者

が
極
め
て
限
定
的
で
あ
る
こ
と
が
坂
上
郎
女
の
長
歌
を
特
徴
付
け
て
お
り
、
そ
の
点

で
、
額
田
王
の
作
を
始
め
と
す
る
宮
廷
に
お
け
る
公
的
な
長
歌
と
は
質
を
異
に
し
て

い
る
。

坂
上
郎
女
の
長
歌
作
品
は
、
自
ら
の
内
面
の
吐
露
を
含
む
複
数
の
場
面
を
展
開
さ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
歌
を
読
む
相
手
の
感
情
を
動
か
す
こ
と
を
企
図
し
た
も
の
で

あ
り
、
女
性
に
よ
る
創
作
行
為
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
平
安
時
代
の
女
性
た
ち
に
よ

る
日
記
文
学
や
随
筆
に
通
底
す
る
作
品
と
し
て
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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【
注
】

（
注
1
） 

岡
部
政
裕
氏
「
万
葉
集
長
歌
律
格
論
」（『
万
葉
長
歌
考
説
』
風
間
書
房
、
一
九
七

〇
。
初
出
一
九
五
四
）
に
は
二
六
五
首
と
す
る
。

（
注
2
） 
Ａ　

作
者
に
疑
義
が
あ
る
も
の
（
女
性
の
作
で
あ
る
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
）

 
 

　
　

・ 

中
皇
命
（
1
・
三
「
天
皇
、
宇
智
野
に
遊
猟
す
る
時
に
、
中
皇
命
、
間
人
連

老
に
献
ら
し
む
る
歌
」）

 
 

　
　

・ 
丹
生
王
（
3
・
四
二
〇
「
石
田
王
の
卒
り
し
時
に
丹
生
王
の
作
る
歌
」。
丹

生
女
王
と
同
一
人
物
か
）

 
 

　
　

・ 

岡
本
天
皇
（
4
・
四
八
五
「
我
が
恋
ふ
る
君
」
の
句
あ
り
。）

 
 

Ｂ　

 

作
者
未
詳
歌
の
う
ち
、歌
中
の
語
句
に
よ
っ
て
歌
の
主
体
が
「
女
性
」
で
あ
る

と
見
な
し
得
る
も
の
。

 
 

　
　

・
6
・
一
〇
二
〇
（「
我
が
背
の
君
を
」
の
句
あ
り
。）

 
 

　
　

・
9
・
一
七
六
四
（
反
歌
一
七
六
五
歌
に
「
我
が
待
つ
君
」
の
句
あ
り
。）

 
 

　
　

・
そ
の
他
、
巻
十
三
・
巻
十
六
所
収
の
長
歌
な
ど
。

（
注
3
） 

谷
馨
氏
『
額
田
姫
王
』（
紀
伊
國
屋
書
店
、
一
九
六
七
。
一
九
九
四
復
刻
）

（
注
4
） 

伊
藤
博
氏
「
御
言
持
ち
歌
人
」（『
萬
葉
集
の
歌
人
と
作
品
上
』
塙
書
房
、
一
九
七

五
。
初
出
一
九
五
七
）

（
注
5
） 

吉
井
巌
氏
『
万
葉
集
全
注
巻
第
六
』（
有
斐
閣
、
一
九
八
四
）

（
注
6
） 

坂
上
郎
女
歌
に
お
け
る
助
動
詞
「
け
む
」
の
用
例
は
二
例
に
過
ぎ
ず
、い
ず
れ
も
長

歌
に
お
い
て
見
ら
れ
る
。

 
 

　

6
・
九
六
三
（
①
当
該
歌
）　
「
神
こ
そ
ば
名
付
け
そ
め
け
め
〈
名
著
始
鶏
目
〉」

 
 

　

3
・
四
六
〇
（
③
「
理
願
挽
歌
」）　
「
い
か
さ
ま
に
思
ひ
け
め
か
も
〈
念
鶏
目
鴨
〉」

 
 

な
お
、塙
書
房
『
萬
葉
集　

本
文
篇
』
は
「
怨
恨
歌
」
の
「
神
哉
将
離
」
を
「
か
み

か
さ
け
け
む
」
と
訓
む
。

（
注
7
） 

「
大
伴
坂
上
郎
女
」（『
万
葉
和
歌
史
論
考
』
笠
間
書
院
、
一
九
九
二
。
初
出
一
九
七

四
）

（
注
8
） 

五
味
保
義
氏
「
大
伴
坂
上
郎
女
」（『
万
葉
集
大
成
10　

作
者
研
究
篇
下
』
平
凡
社
、

一
九
五
四
）

（
注
9
） 

「
大
伴
坂
上
郎
女
の
『
祭
神
歌
』」（『
美
夫
君
志
』
88
。
二
〇
一
四
・
三
）

（
注
10
） 

遣
唐
使
の
母
の
歌
に
関
し
て
は
、同
じ
く
天
平
五
年
に
作
ら
れ
た
山
上
憶
良
「
好
去

好
来
歌
」（
5
・
八
九
四
）
や
笠
金
村
の
作
（
8
・
一
四
五
三
）
な
ど
と
比
較
対
照

し
た
考
察
が
必
要
で
あ
る
。
別
稿
に
委
ね
た
い
。

（
注
11
） 

村
田
右
富
実
氏
は
、「
祭
神
歌
」
の
題
詞
・
左
注
・
歌
表
現
を
詳
細
に
検
討
し
、「
当

該
歌
が
い
か
な
る
場
に
お
い
て
唱
詠
さ
れ
た
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、興
味
が
な

い
」
と
し
つ
つ
、そ
の
本
質
は
「
一
貫
し
た
恋
歌
と
し
て
理
解
す
べ
き
」
で
あ
る
こ

と
を
指
摘
す
る
（「
万
葉
集
の
中
の
祭
神
歌
（
3
・
三
七
九
〜
三
八
〇
）」
佛
教
大
学

国
語
国
文
会
『
京
都
語
文
』
22
。
二
〇
一
五
・
一
一
）。

（
注
12
） 

山
﨑
福
之
氏
『
萬
葉
集
漢
語
考
証
論
』（
塙
書
房
、
二
〇
二
四
。
初
出
一
九
九
九
）

（
注
13
） 

「
母
に
贈
る
―
大
伴
坂
上
郎
女
の『
尼
理
願
の
死
去
を
悲
嘆
し
て
作
る
歌
』―
」（『
美

夫
君
志
』
103
。
二
〇
二
一
・
一
〇
）

（
注
14
） 

「
坂
上
大
嬢
に
贈
る
歌
」（『
萬
葉
集
の
言
語
表
現
』
和
泉
書
院
、
二
〇
二
二
。
初
出

二
〇
一
九
）

（
注
15
） 

「
…
…
佐
保
川
を　

朝
川
渡
り　

春
日
野
を　

そ
が
ひ
に
見
つ
つ　

あ
し
ひ
き
の　

山
辺
を
さ
し
て　

夕
闇
と　

隠
り
ま
し
ぬ
れ
…
…
」

（
注
16
） 

「
常
世
に
と　

我
が
行
か
な
く
に　

小
金
門
に　

も
の
悲
し
ら
に　

思
へ
り
し　

我

が
子
の
刀
自
を
…
…
」

（
注
17
） 

「
…
…
延
ふ
つ
た
の　

別
れ
に
し
よ
り　

沖
つ
波　

撓
む
眉
引　

大
船
の　

ゆ
く
ら

ゆ
く
ら
に　

面
影
に　

も
と
な
見
え
つ
つ　

か
く
恋
ひ
ば
…
…
」

（
注
18
） 

影
山
尚
之
氏
「
大
伴
家
持
初
期
相
聞
長
歌
続
考
」（『
萬
葉
和
歌
の
表
現
空
間
』
塙
書

房
、
二
〇
〇
九
。
初
出
二
〇
〇
二
）

（
注
19
） 

伊
藤
博
氏
「
歌
俳
優
の
哀
歓
」（『
萬
葉
集
の
歌
人
と
作
品
上
』
塙
書
房
、
一
九
七

五
。
初
出
一
九
六
六
）

（
注
20
） 

「
怨
恨
歌
」
に
お
け
る
序
詞
の
工
夫
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
大
伴
坂
上
郎
女
の
『
怨
恨

歌
』」（『
上
代
文
学
』
90
。
二
〇
〇
三
・
四
）
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

【
追
記
】

本
稿
は
、
二
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